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前月データ 

例会出席 18名 在籍会員数 18名 各種記録 前月 累計 

メンバー 15名 月間出席数 17名 使用済み切手 70g 70g 

ビジター 1名 メーキャップ 2名 プルタブ 3.0kg 3.0kg 

ゲスト 2名 月間出席率 94％ スマイル   

2014－2015年度 主題 

国 際 会 長：Wichian Boonmapajorn “Mission with Faith” 

 「信念のあるミッション」 

ア ジ ア 会 長：Edward K. W. Ong “Through Love, Serve”  

 ｢愛を持って奉仕しよう」  

東日本区理事：渡辺 隆 「原点に立って、未来へステップ」 

湘南･沖縄部長 ：今城高之 「一人ひとりが愛と平和の種をまこう！」 

ク ラ ブ 会 長：辻  剛 「初心に帰り、世のため、人のため」 

―喜びと楽しみを求めてー  

 

 

第111号 

 
今月の聖句 

「あなたたちを捕囚として送

った町の平安を求め、その町

のために主に祈りなさい。そ

の町の平安があってこそ、あ

なたたちにも平安があるのだ

から」。 

エレミヤ書29：7 

2015年7月本例会 

日時：2015年7月24日18：30～ 

場所：かけはし都筑 

受付：(報告書) 鈴木恭子 

司会：岡田勝美 

キックオフ例会プログラム 

開会点鐘      鈴木 茂直前会長 

ワイズソング・信条       一 同 

今月の聖句            相賀牧師 

ゲスト・ビジター紹介  司会者 

会長就任・引継ぎ式    

司式    今城湘南・沖縄部長 

立ち合い：佐藤地域奉仕事業主査 

会長挨拶      辻  剛会長 

部長公式訪問挨拶  

 今城湘南・沖縄部長 

スマイル 

総会 

（会員の 3 分の 2 以上の出席によ

り成立）12名以上の出席で成立 

1号議案 14－15年度事業報告 

2号議案 14－15年度会計決算 

3号議案 15－16年度事業計画 

4号議案 15－16年度 予算案   

ＹＭＣＡ報告    生井担当主事 

誕生祝い 11日 岡田美和さん 

31日 今城高之さん 

ＹＭＣＡの歌      一 同 

閉会点鐘     辻  剛会長 

～～～～～～～～～～～～～ 

懇親会は「サルヴァトーレ」

で行います。 

 

 

 

 

 

「初心に帰り、世のため、人のため」 

―喜びと楽しみを求めてー 

 

横浜つづきクラブ会長 

辻  剛 

 

今年度の渡辺隆理事の主題は「原点に立って、未来にステップ」です。これ

は創立１０周年を迎える私たちの横浜つづきクラブにとっても同じ思いを共有

できるものと思います。 

そんなわけで私たちもワイズ運動について初心に帰って次の一歩を踏み出し

てはどうかと考え、冒頭の会長主題と致しました。 

「初心に帰る」とはどういうことでしょうか？私たちはクラブの入会式で「ワ

イズメンである事は、理想主義者である事を意味します。」と宣誓しました。わ

れわれの行動は私たちの綱領に見出すことのできる理想主義に基づいているの

です。そして、これは今城高之湘南・沖縄部長の部長主題「一人ひとりが愛と

平和の種をまこう!」の実践につながるのだと思います。 

また、渡辺理事は「プログラムに参加し、親睦を深め、自己研鑽し、家庭・

職場・地域・業界で『世の為、人の為』に働ける人にならなければなりません」

とも語っています。 

副題を「喜びと楽しみを求めて」としました。“喜び”と“楽しみ”は違いますが、どち

らもワイズ運動にとって大変大切な要素だと考えています。クラブライフを通しての

親睦は楽しくなくてはなりませんが、同時に奉仕を通して得られる喜びを求めていき

たいと思います。鈴木茂・直前会長が唱えたように、私も「親睦」と「奉仕」がワイズ運

動の両輪だと考えています。この二つがバランスよく機能していれば必ずクラブ活

動は充実したものになると思っています。このことは今後とも横浜つづきクラブの基

本理念として位置付けて行きたいと思います。 

私たちのクラブは１０周年記念を迎えるといっても東日本区の多くのクラブ

の中では、まだまだ若いクラブです。同時に私たちメンバーはこの 10 年で 10

才齢を重ねたことも事実です。 

しかし、ここでサミュエル・ウルマン（実業家）の有名な詩「青春」を想い

出しましょう。 

「年を重ねるだけでは人は老いない。理想を失う時に初めて老いがくる。」

(Nobody grows old by merely living a number of years; 

people old only by deserting their ideals.) 

信念と自信と希望を持って、喜びと楽しみを求めてクラブライフを送りましょう！ 

≪あなたが主役です!!≫ 
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＜6月本例会報告＞ 

日時：2015年６月26日（金）１８：３０～２０：３０ 

会場：かけはし都筑 

出席者：相賀、今城Ｔ・Ｈ、岡崎、岡田Ｋ・Ｍ、久保、鈴木Ｓ、

田中、辻（Ｔs）、生井、林Ｓ・Ｍ、福島、横田 

ゲスト：李北利さん、菅原幸雄さん 

ビジター：島田 茂さん 

司会：辻（ＴＳ）、受付：岡田美和 

 鈴木会長の開会点鐘、ワイズソング・信条に続いて相

賀チャプレンによる「今月の聖句」と祈祷がありました。

「沖縄戦終結７０年を感慨深く迎えました。軍事力によ

る安全保障はない。武力では何も解決しない。聖霊はわ

たしたちが御国を受け継ぐための保証であり・・・。こ

の聖霊の安全保証を信じていきましょう。」 

 続いてゲストの紹介がありました。島田 茂さんは日

本ＹＭＣＡ同盟総主事、李北利さんは北京ＹＭＣＡに所

属し、牧師でもあります。菅原幸雄さんは鈴木会長の近

所の友人です。 

会長最後の挨拶がありました。「一年間みなさまのご

協力有難うございました。」  

 
○卓話は島田総主事の「日本ＹＭＣＡ中期計画と私の歴

史秘話」です。 

1・ＹＭＣＡとは、「主に導かれて イエスキリストとＹ

ＭＣＡ。奉仕組織として創立した。加盟できる原則が

ある。」など格調高い話から始まりました。 

2・中期計画の推進として、オールジャパンＹＭＣＡの

革新。ＹＭＣＡブランドの再生。これはブランディン

グミッション、スタッフの研修、広報力の向上などで

す。ＹＭＣＡ ＯＰＥＮ ＦＯＲ ＡＬＬ（全ての人

の共に生きる力を育む）。若い人たちをもっと育てた

い。 

3・平和への願いと行動は、世界と日本ＹＭＣＡの挑戦

です。これについて  エルサレムからエリコへ・東

エルサレムＹＭＣＡ・共存の願いで建設されたエルサ

レム国際ＹＭＣＡ・中国への訪問（許すことはできて

も忘れてはいけない） など画像で説明がありました。 

4・「そなた何故 ＹＭＣＡの総主事になりにしか。」と

いう題で「私の歴史秘話」が話されました。釣りが好

きな個性的な子供時代、戦時中での数奇な両親の出会

いなどＴＶ番組であるような話でした。 

大変有意義で楽しい卓話となりました。 

（岡田 美和 記） 

＜2015-2016年度７月事務例会報告＞ 

日時：2015年7月14日（火）18:30～20:30 

会場：田園都筑教会 

出席者：今城H、岡崎、岡田M、久保、鈴木K・S、 

辻Ts、福島、横田。 

ゲスト：福田光代さん。 

 本日は鎌倉クラブへの部長訪問と重なったため、今城

部長のほか岡田K、林S・M、田中の４名は部長訪問随

行のため欠席。 

１．辻 Ts 新会長の挨拶の後、以下の報告、連絡、確認

が行われた。 

(1) ブリテン７月号執筆担当者等を確認した。 

(2) 別紙年間予定表に基づいて、7月及び8月の予定確認、

修正が行われた。 

(3)「みんなの家」報告として、映画「うまれる」の自主

上映の案内があった（今城H）。 

(4)「You & I コンサート」報告では、別紙による第 4回

You & I コンサート収支報告（横田担当会計）及び今

年度コンサートのポスター・チラシ図案候補の紹介が

あった（今城H）。 

(5) 鈴木S会計から、前期分の会費を8月15日までに納

入するよう申し入れがあった。 

２．協議事項 

(1) ７月本例会における会長引継ぎ式は今城湘南・沖縄部

長の立会い、並びにバッジ交換のセレモニーは行うも

のの、今回は現・直前会長とも 2 回目であることから、新

規のバッジは購入しないことを確認した。 

(2) 鈴木直前会長から、別紙に基づき2014－15年度事業

報告が行われ、7月 24日のクラブ総会の議案として

提出することが承認された。 

(3) 鈴木恭子直前会計から、別紙に基づき2014－15年度

決算報告が行われ、クラブ総会の議案として提出する

ことが承認された。 

(4) 辻会長から別紙に基づき、2015－16年度事業計画の

説明が行われ、クラブ総会の議案として提出すること

が承認された。 

(5) 鈴木 茂会計から別紙に基づき、2015－16年度予算

案の説明が行われ、クラブ総会の議案として提出する

ことが承認された。 

(6) 8月BBQ例会は昨年と同様に、本例会終了後にYou 

& I コンサート運営委員会を開催することとし、運営

委員会と同時並行的に BBQ の準備を開始すること

を確認。また、BBQの役割分担は辻会長が原案を作

成し、各メンバーに依頼、伝達することを確認。 

(7) つづきクラブ創立10周年を迎える2015－16年度は、辻

会長から「クラブ創立 10 周年記念史の発行」、「10 周年

記念例会の開催」、「新規事業の発掘」、「会員増強対

策」、「クラブ会則見直し」、「クラブ内親睦促進対策」な

どの諸事業が提案されている。ついては、メンバー各自

は、参画希望事業名を辻会長に届け出ることを確認。 

（鈴木 茂 記） 
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横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ 

2014-15年度活動報告 

2014-15年度 会長 鈴木 茂 

１． 本例会：毎月第4金曜日 18:30-20:15   

（於・かけはし都筑） 

7/25：会長引継ぎ・就任式、部長公式訪問、クラブ総会

（活動報告、役員選任、事業計画、決算・予算）。 

8/29：BBQ例会、You & I コンサート実行委員会 

（田園都筑教会）。 

9/26：卓話・日本YWCA理事 実生律子さん 

「YWCAと私」。 

10/24：クラブシンキング「会員増強対策」。 

11/28：卓話・首都大学東京 渡辺隆裕教授 

「ゲームの理論って何だろう」。 

12/18：横浜YMCAクリスマス会に合流（とつかYMCA）。 

1/23：久保勝昭さん入会式、 

クラブ総会（2015－16年度クラブ役員人事）。 

2/27：横浜北YMCA交流例会、 

卓話・横浜北YMCAユースリーダー 星野 唯さん 

全国リーダー研修会報告「ユースリーダーの働き」 

3/27：卓話・（公財）かながわ国際交流財団 専務理事  

水田秀子さん「YMCAと私」。 

4/24：卓話・慶応大学経済学部教授 細田衛士さん 

「環境経済学における諸問題」。 

5/22・23：富士山例会  

卓話・生井知三 担当主事 

「YMCAキャンプの現状」 

ゲスト・田中博之（東日本区理事）、 

宮内友弥（東京武蔵野多摩クラブ会長）、 

望月 勉・喜代子（富士五湖クラブ、あずさ部部長ご夫妻）、

福田光代さん。 

6/26 ：卓話・日本YMCA同盟総主事 島田 茂さん 

「日本YMCA同盟中期計画など」。  

２． 事務例会：毎月第2火曜日 18:30～20:00  

（於・田園都筑教会） 

３．ＣＳ活動 

① You & I コンサート：10月4日（土）14:00～16:00 

都筑公会堂。 

 

② 調理ボランテイア：グループホーム「すぷーん」、

毎週月曜日夕食、2名。 

③ 傾聴ボランテイア：高齢者施設「グッドタイムリビ

ング横浜都筑」、毎週水曜日、1～2名。 

④ 送迎ボランテイア：NPO法人 えだ福祉ホーム「ぽ

けっと」 ⇔三田地域福祉活動ホーム「なしの実」、

火曜日・金曜日に月２～3回。 

⑤ 障がい者・一般市民共生事業への参画：NPO 法人

「みんなの家」、月2～3回。 

⑥ 寄り添い型学習支援活動：NPO 法人アーモンドコ

ミュニテイー ネットワーク、週１回。 

⑦ 社会福祉協議会への参画：ボランテイア・市民活動

分科会への出席、月１回。 

４．YMCAサービス 

① 横浜YMCAチャリティーラン： 

10月 25日(土）8:30～15:00、開催企画・実施への

参画、チーム派遣２チーム、横浜みなとみらい２１

地区臨港パーク。 

② 横浜北 YMCA バザー：１１月３日 8:30～15:00、

開催企画・実施への参画。 

③ 横浜 YMCA エイズ文化フォーラム：８月１日～３

日、フォーラムへの参加。 

④ 横浜 YMCA 会員大会：２月１１日、開催企画、実

施への参画、とつかYMCA。 

⑤ 横浜YMCAピンクシャツ デイ：２月25日（水）、

ピンクのシャツを着て例会に出席。 

⑥ 富士山 YMCA 献金：平和の鐘銘板設置献金（10,000

円） 

⑦ 沖縄YMCA献金：ワゴン車購入支援献金（30,000

円）。 

⑧ Y-Y’s協議会出席：9/2（火）、12/23（火）、3/3（火）、

6/2（火）。 

５．東日本大震災・その他災害復興支援 

① 福島県山元町訪問：9月18日（木）、みやま荘・南

保育園。 

② ネパール大地震復興支援：20,500円献金。 

６．湘南・沖縄部行事 

① 部評議会：7/26(土)、11/26（土）、4/25（土）、6/20

（土）。 

② 部会：9/27（土）、鎌倉パークホテル、11名参加。 

③ 部長沖縄公式訪問：11/29（土）・11/30（日）、今城

T・鈴木参加。 

④ 湘南・沖縄部、横浜YMCA合同新年会：1/17（土） 

英一番館、13名参加。 

７．東日本区行事 

① 次期会長・部役員研修会：3/7(土)・3/8（日）、東山

荘 今城T、岡田Ｋ、鈴木Ｓ、辻Ｔ、 林Ｓ出席。 

② 東日本区大会：6/6（土）・6/7（日）、厚木文化会館・

レンブラントホテル、11名参加。 

８．区・部・YMCA役員等 

① 区文献・組織検討委員会：辻Ｔ委員長。 

② 部地域奉仕事業主査：今城Ｈ。 

③ 部次期部長：今城Ｔ。 

④ 横浜YMCA常議員：相賀、鈴木Ｓ。 

⑤ 横浜北 YMCA 運営委員：岡田Ｍ、久保、鈴木Ｓ、

横田。                               以上 
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＜第１回 東日本区役員会 報告＞ 

湘南・沖縄部長 今城 高之 

2015年 7月 11日(土)に開催された東日本区役員会の

要約をご報告します。 

第１号議案 

「2014-2015年度東日本区第4回役員会議事録承認の件」 

 (提案者：田中直前理事)   

田中直前理事不在のため、渡辺理事が提案 

当日配布された議事録に基づき審議 

渡辺理事:第4回役員会議事録の中の第3号議案として提

案された「東日本区常置委員会として広報・伝達(PR)委員

会を新設する」は、重要な案件でもあり、時間も少なかっ

たので、今役員会に持ち越し、「協議」案件として提案され

ることになった。 

以上審議採決の結果、全員の拍手で可決 

第2号議案 

「2014-2015年度年次代議員会議事録承認の件」 

（提案者：田中直前理事） 

田中直前理事不在のため、渡辺理事が提案 

当日配布された議事録に基づき審議 

今城部長:代議員会では、意見・質問が一つも出なかっ

たが、渡辺理事はこれをどう思うか? 

渡辺理事:代議員会に限らず、役員会においても協議す

る時間がない。今年度は「協議」という時間をとって

役員会を運営して行きたい。 

以上審議採決の結果、全員の挙手で可決 

第3号議案「第19回東日本区大会登録費の件」 

（提案者：渡辺理事） 

登録費をメン・メネット 17,000 円。ユース（29 歳以

下）8,000円とする。  

宮内委員長:本件ということではないが、近年、大会参

加の集客合戦がエスカレートしている気がする。 

小山職員:部会などでのアピールは、区の役員がやって

ホストクラブからは行かなくても良いのではないか。 

久保田部長:ホストする側としては、どれくらいの参加

者があるか心配だからアピールに力を入れる。 

等、意見が出たが、採決の結果、全員の挙手で可決 

第4号議案「2015-2016年度東日本区主催の会合におけ

る礼拝献金等贈呈先の件」 

（提案者：渡辺理事） 

東日本区東日本大震災支援募金に献金したい旨渡辺理

事から提案がなされた。 

以上審議採決の結果、全員の挙手で可決 

協議  

渡辺理事より、「協議」についての趣旨説明があった。 

即決性を要する議案は別にして、中には時間を掛けて審

議すべきものもある。また、部に持ち帰って意見集約す

べきものもある。将来議案化の可否も含めて、役員皆で

話し合う場を作りたい。 

第1号協議  

「ヤングメンバー区費補助制度の評価について」 

横浜つづきワイズメン＆ウイメンズクラブ　2014-2015年度予算・決算

支出の部 2015.７.１４

科目 2014-15予算　  決算  決算ー予算 費目 科目 2014-15予算 決算  決算ー予算

①年会費 595,000          547,000        -48,000          A.東日本区費 294,900        293,200 -1,700

②その他収入 64,000            148,000        84,000            B.湘南沖縄部費 46,750          45,500 -1,250

③社会福祉協議会 20,000            40,000          20,000            C.東日本区献金 96,300          96,300 0

④善意銀行 -                      -                     D.ユース負担金 20,000          21,250 1,250

⑤被災地支援活動 100,000          38,310          -61,690          E.メネット会費 5,000            -5,000

⑥YMCA基金 100,000          100,000        -                     F.ACN入会金 -                    0

⑦部CS支援金 30,000            30,000          -                     G.ＡＣＮ会費 10,000          10,000 0

⑧預金利息 30                    37                 7                     Ｈ.みんなの家会費 5,000            5,000 0

⑨年会費前受 -                      18,000          18,000            Ｉ.社会福祉協議会会費 5,000            5,000 0

⑩YOU&Iコンサート立替金戻り -                      200,000        200,000          Ｊ.YMCAチャリラン 100,000        100,000 0

⑪区献金過払い戻り -                      -                     Ｋ.日本対癌協会 -                    0

⑫雑収入 20,000            46,049          26,049            Ｌ.その他 -                    60,500 60,500

929,030          1,167,396     238,366          Ｍ.インターネット使用料 7,000            7,065 65

333,841          333,841        -                     Ｎ.ブリテン印刷・発送費 50,000          62,750 12,750

1,262,871       1,501,237     238,366          O.事務例会会場費 30,000          28,000 -2,000

①年会費：36000x12名＋5名×18000円＋主事1ｘ15000円+担当主事1x4000円＋　 Ｐ.送金手数料等 3,000            2,598 -402

　入会金6000円＝547000円 Ｑ.卓話者謝礼 30,000          20,000 -10,000

②その他の収入：スマイル（含むネパール献金）・TOF・富士山例会超過分 Ｒ.交際費 25,000          1,976 -23,024

⑤被災地支援活動：区補助（山元町訪問交通費） Ｓ.備品・消耗品費 5,000            41,036 36,036

⑥YMCA基金：You & I コンサートへのチャリティーラン基金 Ｔ.その他 25,000          28,698 3,698

⑦雑収入：懇親会・BBQ代等差引き余剰金 Ｕ.被災地支援活動 110,000        59,650 -50,350

A.＠15,000円ｘ17＋4,000円(担当主事)＋＠1600(ロースター東）ｘ14＋1800円 Ｖ.ＹＯＵ＆Ｉコンサート立替金 -                    200,000 200,000

　(ロースター西)＋10,000円（広告代）＝293,200円 Ｗ.ＹＯＵ＆Ｉコンサート支援金 150,000        170,000 20,000

B.（＠1,500円+＠1,250円）ｘ17=46,750円 予備費 244,921        0 -244,921

C.東日本区献金＝（BF1,000円＋TOF1,300円＋ASF500円＋RBM800円＋YES500円 小計 1,262,871     1,258,523       -4,348

　+CS1,250円）x18名=96,300円 次期繰越金 -                    242,714 242,714

L.寄附（その他）：沖縄Ｙ30000円＋富士山平和の鐘10000円＋ネパール20500円 合計 1,262,871     1,501,237 238,366

Ｓ備品・消耗品費：クラブシャツ5460円、誕生祝い品26712円、ウイルスソフト2980円、クラブバッジ4440円、名簿ノート452円、クリスマスカード992円

Ｔその他活動費：TOF例会食材費6251円、北Y交流費15160円、ボランテイア保険料6880円他

U被災地支援：みやま荘・南保育園お土産、カード11340円、被災地サッカー支援10000円、山元町訪問交通費38310円

事務費等

その他活動費

活動支援金等

区費・献金等

賛助会費等

寄付金等
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 (提案者:池田地域奉仕事業主任) 

添付資料:東日本区ヤングメンバーに対する区費補助制

度規則 

池田主任:規則にあるように今年度後半に、継続の可

否も含めて判断することになっている。部長に各クラ

ブの実態を把握して頂き、第2回役員会(11/7)前に方向

性を出したい。 

種々協議の結果、各部長は部内クラブの実態を把握し

て意見集約し、第 2回役員会までに池田主任に報告する。

これを受けて第2回役員会に報告し、EMC委員会で検討

し、第3回役員会に議案提案することとなった。 

第2号協議  

「広報・伝達(PR)委員会新設の件」 

(提案者:大久保 ITアドバイザー) 

大久保専任委員が欠席のため、仙洞田書記が説明 

様々な意見が出たが、本日の協議の結果を、次回役員

会に議案提案するかの判断材料にしてもらうよう、書

記が ITアドバイザーに伝えることになった。 

第3号協議  

「東日本区20周年記念事業実行委員会発足の件」 

(提案者:利根川次期理事) 

常任役員会で実行委員会の立ち上げを企画し、次回役

員会に議案提案することになった。  

第4号協議  

「部活性化のための部長選出方法及び部研修会の在り方」 

(提案者:渡辺理事) 

各部の実情報告や課題等の意見交換を行った。 

第5号協議  

「東日本大震災支援の今後の在り方について」 

(提案者:仙洞田書記) 

仙洞田書記より、提案説明があった。田尻主事から同

盟の動きについて説明があった。 

協議時間も迫ったので、次回役員会で引き続き協議す

るが、今期中に何らかの結論を得る。 

第6号協議  

「休会制度の評価」 

(提案者:仙洞田書記) 

協議時間不足のため、仙洞田書記から提案理由を述べ

るに留まった。 

詳細は、部評議会・クラブ事務例会で報告します。 

 

＜北Yうたごえ広場＞ 

2008 年４月より地域交流イベントと

して始まった北 Y うたごえ広場も

2015年４月より8年目に入りました。

毎月第 2火曜日 12：40から唄ってい

ます。平日の昼間という事もあって参

加できる人も限られ、懐かしい童謡、 

唱歌、歌謡曲と昭和に流行った歌が主流になっています。 

それでも皆さん楽しそうに大きな声をだし唄ってく

れます。2004年ワイズ、ボランティアの働きで地域の方

と YMCA を歌で結ぶ初の試み「YMCA うたごえ広場」

を湘南とつかYMCA に発足させました。私も 3年 6ケ

月ほどボランティアとして設営や受付を担当し、その後

北Yにうたごえ広場を作ったのが始まりでした。第１回

の時の参加は18名程でしたが2010年頃から40～50名

の参加があり感激しています。その要因の一つには、星

重昭先生の卓越した電子ピアノの技術と話術があります。

詳しくは先生のホームページ必見！！ 

現在うたごえ広場のお手伝いをしている人は北Yの運

営委員の人達です。以前に子供さんがプログラム会員だ

ったり、お孫さんが今も通われていると言った方々です

が、皆さん、うたごえ広場の参加者でした。その様な方々

ともこの広場で知り合い維持会員、運営委員、ボランテ

ィアとして様々な働きをして頂いている事に大きな喜び

を感じているところです。 

 （久保 勝昭 記） 

 

＜講演会参加報告＞ 

「小さな命の意味を考える 

～あの日の大川小学校の校庭から学ぶもの～」 

主催：横浜ＹＭＣＡ  

日時：７月４日（土）15時～17時＠湘南とつかＹＭＣＡ 

講師の佐藤敏郎氏は「小さな命の意味を考える会」代

表。宮城県女川町、東松島市の中学校教諭として国語、

防災を担当。震災時、石巻市大川小学校６年生の次女が

犠牲に。（大川小学校では児童と教職員計８４人が死亡・

行方不明となった）現在はＮＰＯキッズナウ、ＮＰＯカ

タリバ等で活動しておられる。 

 ３・１１当日の津波に襲われた時の生徒の状況や避難経

路等を図により説明。津波が押し寄せるまでの５０分間がな

ぜ校庭待機となり、最終的に避難をめざしたのが山でなく

川であったのか、その要因の一つとして学校組織の意思決

定の問題を挙げられた。また、「河川津波への意識の薄さ」

も指摘され「想定外を想定する必要性」を強調された。「責

任を逃れるのでなく責任を果たすこと」の大切さを改めて問

い直された。そのことが為されない現実への怒りと悲しみ！ 

 震災直後の４月から中学校の国語教諭として授業を担

当し始めた時、生徒たちに俳句を作らせようとの提案が

あり応えるように生徒たちは没頭していった。 

「見上げれば がれきの上に こいのぼり」 

佐藤氏はこう述べておられる。「・・・たった十七音の文字

を並べただけなのに。津波の威力、悲しみ、無力感、希

望・・・すべてが伝わってくる」「生徒たちは必至に言葉を探

し、自分の心を探し『これだ』という言葉にたどり着いたとき、

前に進める何かが生まれたように思う」。この後、半年ごとに

全校句会が行われ今も続けられているとのこと。年々、情景

や思いが変わっていくけれど決して忘れないことが伝わっ

てくる。「女川一中生の句 あの日から」（小野智美編はとり

文庫）お読みになりたい方はお知らせください。印税は「あ

しなが育英会」に寄付されるので是非ご購入を！ 

（今城 宏子 記） 
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＜グループホーム「スプーン」での調理ボラ＞ 

ボランティアという言葉の意味は知っ

ているつもりでしたが内容は全く理解し

てなかった私にとって、次々と新しい事

を経験していく調理ボラです。学生時代

キャンプ場で 150 人以上もの子供たちの

食事のお世話をしていましたが全く別の 

ものを学ぶ場所でした。 

はじめは緊張で固まっていましたが、回を重ねるごとに

スプーンに行くことが楽しみになりました。一人一人の

個性、体調、表現方法など接していると、もっともっと

親しくなって、いっぱい話をしてほしくなりました。 

年寄二人家族の私にとって、キッチンにへばりついて

興味のある音楽、若い女の子のお洒落、最新のグッズ、

お肌の手入れ法等ニコニコ楽しそうに話してくれるのを

聞いているうちに、お役に立ちに行ってるなんて、おこ

がましい気持ちを持っていたのが恥ずかしくなりました。

それどころかエネルギーを沢山いただきに行っているこ

とを実感しています。ピュアーな本来の人の姿、温かさ

を体感させていただいております。 

スプーンの皆さんとてもかわいいです。そして笑顔が

素敵です。 

              （福島 佐世子 記） 

 

＜横浜北ＹＭＣＡだより＞ 

今年も７月１日（水）～７日（火）は、横浜Ｙ

ＭＣＡ全体で取り組む安全週間が実施され

ました。 

安全週間として各館の中で改めて安全に関して「避難

訓練」や「ひやりはっとマップづくり」、「安全マニュア

ル」等の確認を行いました。 

今夏も約1,200名の方々が北ＹＭＣＡのプログラムに

参加くださいます。安全に進めていくことはもちろんで

すが、参加いただいた方々にとって良き学びや出会いの

機会となるように、またＹＭＣＡのプログラムに参加し

て良かったと思っていただけるように力を尽くしていき

たいと思います。 

キャンプだけを見ても、この夏は北ＹＭＣＡから約

200 名の方々がキャンプに参加してくださいます。海に

山にと、そしてグループを通して、体験から多くのこと

を学ぶ機会をしっかりとつくっていきたいと思います。 

秋には、東日本震災支援プログラムとして「福島県い

わき市児童養護施設児童保養プロジェクト」が実施され

ます。（主催/協賛団体：NPO法人CWS Japan、運営団

体：公益財団法人日本ＹＭＣＡ同盟、実施主体：公益財

団法人横浜ＹＭＣＡ） 

震災後、福島の子どもたちは放射線の影響により屋外

での活動が制限されてきています。特に、海や川辺で活

動する機会がないため、今回は、海辺の自然の中で、様々

なプログラム体験を通して、心身ともに解放した時間を

過ごし、リフレッシュする機会を提供していこうという

ものです。今回この企画の直接指導に横浜北ＹＭＣＡが

かかわる予定で準備を進めています。当日含めみなさま

の応援をお願いできればと思います。5 年目の震災支援

のひとつとして実施してきます。 

この夏も「一人ひとりを大切に！」プログラムを進め

ていきます。 

 今後の予定 

7月28日～7月30日 御殿場 ファンタジー森のキャンプ 

7月 31日～8月3日  富士山 森の探検キャンプ 

8月 1日～8月 4日  道志パイオニアキャンプ 

8月 7日～8月  9日 ハーモニーキャンプ 

8月  9日         北ＹＭＣＡプール大掃除 

8月 19日～8月20日  YMCA全国水泳大会 

8月 20日～8月22日  YMCAサッカー全国大会 

8月22日（土）委員研修会 湘南とつかＹ１４時～１８時予定 

9月 19日～9月23日  

福島県いわき市児童養護施設児童保養プロジェクト 

海浜キャンプ 

（北ＹＭＣＡ館長 生井 知三） 

 

 

 

部長キャビネット活動記録 

6月 17日 三役打合せ 

6月 26日 三役打合せ 

6月 30日 部報第1号 印刷所へ入稿 

7月４日  横浜とつかクラブ公式訪問 

7月 8日  部報第1号 納品 

7月 9日  横浜クラブ公式訪問・三役打合せ 

7月 10日 前期半年報取りまとめ 118名となる。 

7月 11日 第１回東日本区役員会 

 部役員会・評議会開催通知 

7月 13日 沖縄 2クラブへ部報郵送 

7月 14日 鎌倉クラブ公式訪問 

 
会費納入のお願い 

新年度となりましたので、前期の会費を下記口座に 

ご送金ください。 

横浜銀行 菊名支店 (店番号395)  

(普通口座) 1330228 

名義：横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ 

８月例会予告 

８月本例会は、恒例のＢＢＱ納涼例会となります。

YOU & Iコンサートの運営委員の皆様や入会候補者の皆

様をお誘いしての楽しい例会です。 

開催日・開始時間・会場が変更となっていますので、

ご注意ください。友人・知人もお誘い下さい。 

BBQの役割分担は辻会長から、それぞれに依頼があ

りますので、よろしくご協力ください。 

本例会：8月 21日(金)18：00～21：00 

例会場：田園都筑教会 

8月事務例会は、休会といたします。それぞれに夏の

プログラムをお楽しみ下さい。 


